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内容の要旨及び審査の結果の要旨
硬膜外麻酔中の高二酸化炭素症が，左室収縮性を低下きせるか否かを収縮期末エラスタンス
（end-systoUcelastance;Ees）を用いて検討した．２２羽のウサギを１％イソフルレンの吸入で麻
酔し，硬膜外腔に生理食塩水0.5,1/kｇを投与する対照群（n=11）と，１％メピバカイン0.5,1/kｇ
を投与する硬膜外麻酔群（n=,,）に分けた．硬膜外腔に薬剤を投与後，１０％CO2が含まれた混合ガ
スを吸入きせ、paO2が８５ｍｍＨｇ前後の高二酸化炭素症を作成し、Ees，心拍出量，血漿カテコラ
ミン濃度の変化を測定した．対照群では，高二酸化炭素症を負荷しても基準時からのＥｅｓの低下は
16％に過ぎなかった．一方，硬膜外麻酔群では，メピバカインの投与により，Ｅｅｓが基準時の値か
ら４９％低下し（Ｐ〈0.05)，心拍出量も１７%低下した（Ｐ〈０．０５)・さらに高二酸化炭素症が加わる
と，Ｅｅｓの低下は６５％に達した（Ｐ〈0.05)．一方，心拍出量は，高二酸化炭素症が負荷されても相
加的な低下を示さなかった．硬」膜外腔への薬剤投与と高二酸化炭素症により、対照群では、血漿中の
エピネフリン濃度は変化せず､ノルエピネフリン濃度が７４％増加した．一方、硬膜外麻酔群では、
エピネフリンとノルエピネフリンの濃度が,それぞれ基準時から８５％および３９％低下した．以上の
結果は，硬膜外麻酔中に高二酸化炭素症が生ずると，両者が相加的に作用して心収縮性が著明に低下
することを示している．遊離心筋モデルでは，高二酸化炭素症が心筋の収縮性を低下させることが示
されている．本研究の結果は，全身麻酔中の生体でも同様の低下が生じ，とくに硬膜外麻酔を併用し
た場合の低下が強いことを示している．今回の実験における硬膜外麻酔の範囲は，造影所見より，第
二胸椎から第四腰椎神経の支配域と判定きれ，交感神経の心臓枝および副腎を支配している節前線維
が遮断されたため，カテコールアミンの分泌が抑制されて，CO2の心筋に対する直接作用が前面に
現れたものと考えられる．以上より，硬膜外麻酔を施行する際には，高二酸化炭素症を回避すること
が極めて重要であると結論されたず
本研究は，収縮期末エラスタンスの測定により，硬膜外麻酔中の高二酸化炭素症が心収縮`性を
著明に低下きせる事を直接的に示したものであり，麻酔・蘇生学および集中治療医学に寄与する労作
と評価された．
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